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○ライフジャケットの着用推進等に関する会議

平成24年３月に閣議決定された水産基本計画に「ライフジャケットの着用を推進する取組を強化す
る」と明記されたことを受け、「ライフジャケットの着用推進等に関する会議」をこれまで５回にわたっ
て開催。第５回会議（平成27年３月20日）では、ライフジャケット着用推進の取組みについて情報交
換するとともに、着用推進に向けた課題や着用義務づけ範囲の拡大について意見交換を実施。

【参考】
水産基本計画
（平成２４年３月２３日閣議決定）抜粋

第２ 水産に関し総合的かつ計画的に講ずべき施策
５ 漁船漁業の安全対策の強化
漁船は、貨物船などの他の船舶と比較して転覆・沈没

事故が多いことから、気象・海象に応じた的確な出港判
断や適切な操船等を通じて、海難事故を未然に防ぐため、
安全操業に関する普及啓発活動や漁業無線の活用を推
進する。また、転覆・沈没事故の多いまき網漁業や底び
き網漁業等について、漁船の復原性を向上させるなどの
安全性を高める取組を推進する。

さらに、万一事故が生じた場合の被害を少なくするため、
ライフジャケットの着用を推進する取組を強化する。

年 月 日 こ れ ま で の 主 な 経 緯 等

平成20年4月1日
一人乗り漁船にライフジャケットの着用を義務付ける「船舶職員及び小型船舶操縦者法施行規
則」の改正が全面施行。

平成20年10月1日
水産庁、大日本水産会、全国漁業協同組合連合会が「漁業者のためのライフジャケット着用推
進ガイドライン」を作成。

平成24年3月23日
現「水産基本計画」が閣議決定。
「ライフジャケットの着用を推進する取組を強化する」旨、明記。

平成24年10月1日 「漁業者のためのライフジャケット着用推進ガイドライン」を第2版として改訂。

平成24年6月25日
第１回ライフジャケットの着用推進等に関する会議を開催。
ライフジャケット着用の制度概要の説明と着用推進に向けた意見交換を実施。

平成24年7月30日
第２回ライフジャケットの着用推進等に関する会議を開催。
ライフジャケット着用推進の取組みや着用義務付け範囲の拡大について意見交換を実施。

平成24年8月31日
第３回ライフジャケットの着用推進等に関する会議を開催。
「中間とりまとめ」において、「関係者が一丸となって普及徹底を図り、１年後を目処に効果が見
られない場合は、ライフジャケット着用義務づけ範囲の拡大について検討する」旨記述。

平成26年3月14日

第４回ライフジャケットの着用推進等に関する会議を開催。
当面は着用率向上に向けて関係者が取組みを継続していく必要があるという共通認識を確認
するとともにライフジャケット着用義務づけ範囲の拡大等、法的規制の強化は、取締もセットで
やらないと定着しないとの指摘があり、直ちに規制を強化すべきとの共通認識には至らなかっ
た。

平成27年3月20日
第５回ライフジャケットの着用推進等に関する会議を開催。
制度を所管する国土交通省海事局安全政策課が、ライフジャケット着用義務付け範囲の拡大
の検討を開始する意向を表明。これに対して、多くの出席者は義務付け範囲の拡大を支持。



○漁業者のためのライフジャケット着用推進ガイドライン

水産庁、（社）大日本水産会、全国漁業協同組合連合会は、平成20年10月（改訂版：平成24年10
月）に、漁業者の方々に常時ライフジャケットを着用していただくため、着用ポイントや着用推進の
取組のポイントを取りまとめた「漁業者のためのライフジャケット着用推進ガイドライン」を作成し、
水産庁ホームページに掲載。



○「安全な漁業労働環境確保事業」によるライフジャケットの着用促進

水産庁では、平成25年度から、「安全な漁業労働環境確保事業（補助事業）」により、全国で「漁業
カイゼン講習会」を開催し、漁業者を対象として、漁船の船内、船上における漁労災害を未然に防
止するための手法や海難の未然防止などの漁業労働環境の向上に関する知識の普及を実施。

資料：（一社）全国漁業就業者確保育成センター



漁業カイゼン講習会を受講した漁業者は、「安全推進員」として漁業現場において、他の漁業者
に対して講習会で得た知識の普及やライフジャケットの着用呼びかけなどを行っている。

○漁業カイゼン講習会の実施状況

漁業カイゼン講習会実施状況

年 度
開催回数

受講者数
沿岸 沖遠

平成25年度 9 5 609

平成26年度 15 10 958

平成27年度 25 7 1,199

合計 49 22 2,766
資料：（一社）全国漁業就業者確保育成センター



ライフジャケット選定に関する現地調査

国立研究開発法人 水産総合研究センター
水産工学研究所

○ライフジャケット選定に関する調査

水産庁では、平成25年度から、「安全な漁業労働環境確保事業（補助事業）」により、ライフジャ
ケット着用向上のための調査を、国立研究開発法人 水産総合研究センター水産工学研究所に
委託して実施中。
調査結果は平成29年度に取りまとめを行い、様々な漁業現場等に応じた適切なライフジャケット
の選定方法及び改善点について、関連業界等に提案する予定。

【目的】

漁業の安全性向上のためのライフジャケット着用における現状と課題等について分析し，適切なライフジャケット選定に資することを目的とする。

【内容】

漁業における船上作業等を調査し、「かさばる、ひっかかる等」ライフジャケット着用を阻害する作業面の要因を分析する。

板びき網漁業の揚網選別の様子

のり養殖業の支柱立て作業の様子

資料：国立研究開発法人 水産総合研究センター水産工学研究所



○全国漁船安全操業推進月間の取組み

漁船の安全操業の推進と漁船事故の防止のため、漁業団体や関係省庁が連携し、毎年10月を
「全国漁船安全操業推進月間」と定め、漁業関係者に対して、ライフジャケット着用促進等事故防
止キャンペーンを実施。


